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１．町民意識調査 

１）調査の目的 

瑞穂町では、令和３年度からスタートする第５期長期総合計画の策定に向け

て、様々な調査を実施しています。 

本調査は、瑞穂町民の、瑞穂町政や町内での生活に関する意識等を把握し、

新たな計画づくりの基礎資料とするため、実施しました。 

 

２）調査方法及び結果 

①調査対象者 

対象人数 市内在住者３,０００人 

抽出方法 令和元年７月 12日現在に住民基本台帳に登録されている 18歳

以上の町民を対象に、無作為抽出を行った。 

 

②調査期間 

令和元年８月２８日（水）～９月９日（月） 

 

③配布・回収方法 

郵送にて配布し、郵送で回収するととに、WEB（インターネット）による回

答を併用した。 

 

④回収率 

 票数 回答率 

配布数 3,000票  

回答数 1,346票 44.9％ 

内：郵送 （1,174票） （87.2％） 

内：WEB回答 （172票） （12.8％） 
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３）設問内容 

問 1 ：あなたは、瑞穂町を住みやすいところと感じていますか。それとも、住みにくいところと感じて

いますか。 

問 2 ：あなたは、これからもずっと瑞穂町に住み続けたいと思いますか。それとも他のところへ移り

たいと思いますか。 

問 2-1 ：問２で「１ ずっと住み続けたい」理由は、主として次のどれに当てはまりますか。 

問 2-2 ：問２で「２ できれば引っ越したい」とお答えになった方。その理由は、主として次のどれに当

てはまりますか。 

問 3：以下のような行動をとる場合、あなたはどこの地域へ出掛けますか。 

問４：あなたは瑞穂町がどのようなまちになってほしいと思いますか 

問５：これからの社会は何を重視するべきと考えますか。 

問6 ：あなたは現在、次に掲げる主な瑞穂町の施策について、どの程度満足していますか。また、ど

の程度重視していますか。それぞれの項目ごとにあなたのお気持ちに最も近いものを、満足

度・重要度それぞれ１つづつ選びその番号を〇で囲んてください。  

問 7 ：あなたは、現在、町政にどの程度満足していますか。 

問 8 ：瑞穂町が行政サービスを進めるにあたって、あなたは、特に何が重要であると考えますか。 

問 9 ：瑞穂町には建物を建てることができる区域と原則建物を建てられない区域があります。今後

の町内の土地利用について、次の中から適当と思われるものを１つ選んでください。 

問 10：住宅地、商業地、工業地、公共施設、農地などの在り方について、重要と思われるものを３つ

以内で選んでください。 

問 11：安心して子どもを産み、育てられる環境づくりを進めるため、重要と思われるものを３つ以内で

選んでください。 

問 12：超高齢社会における取組の中で、重要と思われるものを３つ以内で選んでください。 

問 13：環境問題への取組の中で、重要と思われるものを３つ以内で選んでください。 

問 14：今後の災害対策として、重要と思われるものを３つ以内で選んでください。 

問 15：教育や文化などの振興について、重要と思われるものを３つ以内で選んでください。 

問 16：産業振興について、重要と思われるものを３つ以内で選んでください。 

問 17：地域づくりの主役は住民一人ひとりですが、これからの社会において、あなた自身はどのよう

な活動を行いたいと考えますか。次の中から重要と思われるものを３つ以内で選んでください。 

問 18：行政への住民参加についてどのようにお考えですか。次の中から重要と思われるものを３つ

以内で選んでください。 
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問 19：行政への住民参加をより一層進めるための手法として、あなたはどのようなことが必要とお考

えですか。次の中から重要と思われるものを３つ以内で選んでください。 

問 20：公共施設を活用するにあたり重視すべき点は何ですか 

F1：年齢 

F2：職業 

F3：性別 

F4：職場又は通学先 

F5：町内の居住年数（令和元年 8 月 1 日現在） 

F6：同居家族の構成（自身含む） 

F7：同居家族の状況 

F8：居住地域/地区名・自治会名 
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２．調査結果の概要 

１）回答者の属性 

①年齢 

回答者の年齢は、「70～74歳」の層が最も多く 14.8％を占める。65歳以上と、

65歳未満の回答率はそれぞれ約５割となっている。 

回答者の性別は、「女性」が 10％多い。選択肢の「無回答」は近年のジェン

ダーフリーに配慮した回答欄として設けたものであり、未記入は「不明」部分

にカウントされている。 

 

■③ 性別【単一回答】（n=1,346）   ■① 年齢【単一回答】（n=1,346） 

 

 

②職業 

「無職」が 26.4％で最も多く、次いで「会社員・公務員・団体職員」22.1％、

「派遣社員・パート・アルバイト」16.3％の順となっている。 

 

■② 職業【単一回答】（n=1,346） 
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③職場または通勤先 

「通っていない」が 31.4％で最も多く、次いで「多摩地区市町村」が 21.5％、

「町内」17.0％の順となっている。 

通勤または通学先がある（「通っていない」を除く）回答者のうち、瑞穂町

内を含む多摩地区市町村に通う回答者が約５割となっている。 

 

■④ 職場又は通勤先【単一回答】（n=1,346） 

 

⑤町内の居住年数 

「30 年以上」が 56.6％で最も多く、次いで「20～29 年」が 16.3％、「10～

19年」が 14.0％となっており、瑞穂町に 10年以上居住する回答者が約９割と

なっている。 

 

■⑤ 町内の居住年数【単一回答】（n=1,346） 
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⑥同居しているご家族の構成 

「親子２世代」が 43.5％で最も多く、次いで「夫婦のみ世代」が 28.8％、「単

身世帯」が 10.3％となっている。 

年齢別にみると、65～84歳では「単身」および「夫婦のみ世帯」の計が約５

割となっている。 

 

■⑥ 同居しているご家族の構成【単一回答】（n=1,346） 
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⑦同居しているご家族の状況 

「65歳以上の家族がいる」回答者が約４割、中学生以下の子どもいる回答者

は約２割となっている。 

しかし、同居の家族が設問に当てはまらない回答者が 44.1％で最も多い。 

 

■⑥ 同居しているご家族の構成【複数回答】（n=1,346） 

 

 

⑧お住まいの地域 

「箱根ケ崎地区」が 16.4％で最も多く、次いで「元狭山地区」10.8％、「武

蔵野地区」9.1％となっている。 

また、地区を未回答の回答者が約５割となっている。 

 

■⑥ お住まいの地域【単一回答】（n=1,346） 
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２）瑞穂町での生活について 

①あなたは、瑞穂町を住みやすいところと感じていますか。それとも、住み

にくいところと感じていますか。 

「普通」が 43.2％で最も多く、次いで「どちらかといえば住みやすい」28.9％、

「どちらかといえば住みにくい」16.7％となっている。 

 

■問１ 瑞穂町の住みやすさ【単一回答】（n=1,346） 

 

 

 

②あなたは、これからもずっと瑞穂町に住み続けたいと思いますか。それと

も他のところへ移りたいと思いますか。 

「ずっと住み続けたい」が 48.6％で最も多く、次いで「どちらともいえない」

33.3％、「できれば引っ越したい」16.4％となっている。 

 

■問 2 永住以降【単一回答】（n=1,346） 
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③問２で「１ ずっと住み続けたい」理由は、主として次のどれに当てはま

りますか。 

「自然環境が良い」が 54.4％で最も多く、次いで「住宅の都合」44.8％、「友

人・知人などがいる」39.4％となっている。 

年齢別にみると、65歳未満のほとんどの年代で「住宅の都合」が最も多く選

択されており、次いで「自然環境が良い」が選択されている年代が多く、「自

然環境が良い」は年齢を問わず評価されていることが伺える。 

 

■問２－１ 住み続けたい理由【複数回答】（n=654） 
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④問２で「２ できれば引っ越したい」とお答えになった方。その理由は、

主として次のどれに当てはまりますか。 

「交通の便が悪い」が 89.6％で最も多く、次いで「買い物するのに不便」

54.3％、「騒音・悪臭などがあり、生活環境が悪い」43.9％の順となっている 

年齢別にみると、75～84歳を除く全ての年齢層で「交通の便が悪い」が最も

多く選択されており、次いで「買い物するのに不便」が選択されている。 

 

■問２－２ 引越ししたい理由【複数回答】（n=221） 
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な

い

8
.

近
隣
と
の
人
間
関
係
が
悪

い

9
.

騒
音

、
悪
臭
な
ど
が
あ

り

、
生
活
環
境
が
悪
い

1
0
.
 

商
工
業
や
そ
の
他
事

業
に
不
向
き

1
1
.
 

仕
事
の
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合
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.
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の
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合
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3
.
 

家
族
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合

1
4
.
 

学
校
の
都
合

1
5
.
 

そ
の
他

1346 9 32 46 198 120 25 16 19 97 7 24 11 18 4 25

100.0 0.7 2.4 3.4 14.7 8.9 1.9 1.2 1.4 7.2 0.5 1.8 0.8 1.3 0.3 1.9

13 - - - 5 3 1 - - 2 - 2 - - 1 -

100.0 - - - 38.5 23.1 7.7 - - 15.4 - 15.4 - - 7.7 -

33 - 3 4 13 6 1 1 - 2 - 9 - - - 2

100.0 - 9.1 12.1 39.4 18.2 3.0 3.0 - 6.1 - 27.3 - - - 6.1

34 - - - 5 2 - 1 - 2 - 2 1 2 - -

100.0 - - - 14.7 5.9 - 2.9 - 5.9 - 5.9 2.9 5.9 - -

44 - - 1 5 1 - 2 1 3 - - 1 - - -

100.0 - - 2.3 11.4 2.3 - 4.5 2.3 6.8 - - 2.3 - - -

73 1 - 3 12 6 4 2 2 4 - 2 - 1 - 1

100.0 1.4 - 4.1 16.4 8.2 5.5 2.7 2.7 5.5 - 2.7 - 1.4 - 1.4

71 - 4 3 12 4 5 - 2 7 - - - 3 2 3

100.0 - 5.6 4.2 16.9 5.6 7.0 - 2.8 9.9 - - - 4.2 2.8 4.2

99 2 3 3 16 9 1 1 2 4 - 3 - 3 1 1

100.0 2.0 3.0 3.0 16.2 9.1 1.0 1.0 2.0 4.0 - 3.0 - 3.0 1.0 1.0

94 2 3 4 19 12 5 2 1 8 1 - 2 - - 4

100.0 2.1 3.2 4.3 20.2 12.8 5.3 2.1 1.1 8.5 1.1 - 2.1 - - 4.3

105 - 2 10 26 15 4 - - 14 1 3 - 3 - 4

100.0 - 1.9 9.5 24.8 14.3 3.8 - - 13.3 1.0 2.9 - 2.9 - 3.8

115 - 5 4 21 12 - 2 3 9 1 - 1 - - -

100.0 - 4.3 3.5 18.3 10.4 - 1.7 2.6 7.8 0.9 - 0.9 - - -

166 - 3 3 20 11 1 2 4 11 2 1 4 1 - 4

100.0 - 1.8 1.8 12.0 6.6 0.6 1.2 2.4 6.6 1.2 0.6 2.4 0.6 - 2.4

199 1 6 5 17 11 1 - 1 11 1 1 1 2 - 1

100.0 0.5 3.0 2.5 8.5 5.5 0.5 - 0.5 5.5 0.5 0.5 0.5 1.0 - 0.5

145 - 2 3 11 12 - 1 2 9 - - 1 2 - 1

100.0 - 1.4 2.1 7.6 8.3 - 0.7 1.4 6.2 - - 0.7 1.4 - 0.7

85 1 1 - 7 8 - 2 1 6 1 - - - - 2

100.0 1.2 1.2 - 8.2 9.4 - 2.4 1.2 7.1 1.2 - - - - 2.4

25 - - - 3 2 - - - - - - - 1 - -

100.0 - - - 12.0 8.0 - - - - - - - 4.0 - -

17 - - - 2 2 - - - 1 - - - - - -

100.0 - - - 11.8 11.8 - - - 5.9 - - - - - -

28 2 - 3 4 4 2 - - 4 - 1 - - - 2

100.0 7.1 - 10.7 14.3 14.3 7.1 - - 14.3 - 3.6 - - - 7.1

12.70 ～74
歳

13.75 ～79
歳

14.80 ～84
歳

15.85 ～89
歳

16.90 歳以
上

  不  明

6.40～44歳

7.45～49歳

8.50～54歳

9.55～59歳

10.60 ～64
歳

11.65 ～69
歳

上段：実数
下段：横％

  全  体

  全  体

F
1
：
年
齢

1.18～19歳

2.20～24歳

3.25～29歳

4.30～34歳

5.35～39歳
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⑤以下のような行動をとる場合、あなたはどの地域に出かけますか。 

「日常生活品の購入」「通院」「公園や遊び場の利用」は町内で済ませる割合

が高い。 

「入院や手術」「美実菅や博物館等の文化施設の利用」は町内で済ませる割

合が１割以下となっている。 

 

■問３ 行動別もっとも行く地域【単一回答】（n=1,346） 

 

 

 

 

  

1.瑞穂町内 2.福生市 3.羽村市
4.武蔵村山
市

5.青梅市 6.昭島市 7.立川市 8.日の出町
9.あきる野
市

10. 東  京
23区

11. 埼玉県 12. その他   不  明

(1)日常生活品の購入（食料品・家庭用品など） 54.2 4.9 11.4 3.7 14.5 0.7 0.7 0.4 0.2 0.1 0.4 0.6 8.3

(2)休日のショッピング 18.5 3.9 3.6 19.2 10.6 3.3 14.2 2.7 1.0 2.7 3.0 4.0 13.4

(3)診療（通院） 42.0 15.5 8.2 4.2 8.9 1.5 2.6 0.3 0.3 1.3 1.9 3.2 10.1

(4)入院や手術 1.1 30.2 0.4 5.2 21.9 2.7 6.2 - 0.4 3.2 1.7 10.5 16.4

(5)美術館や博物館等の文化施設の利用 7.4 0.4 1.8 0.3 1.8 0.3 2.5 0.1 0.1 36.4 1.3 23.6 24.1

(6)外食 25.1 7.4 14.0 7.8 11.7 2.4 7.0 0.3 0.4 2.2 2.9 5.8 12.9

(7)スポーツ活動 29.6 4.2 8.8 2.2 3.4 1.4 1.9 0.1 1.1 1.2 2.9 19.4 23.8

(8)公園や遊び場の利用 41.1 0.7 4.9 1.6 3.7 1.3 5.9 0.1 0.7 2.1 2.6 14.0 21.1
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３）瑞穂町の将来像や現状の評価 

①あなたは瑞穂町がどのようなまちになってほしいと思いますか。 

「道路や鉄道などの交通網が発達したまち」が 56.3％で最も多く、次いで「病

院や診療所などの医療施設が整ったまち」が 56.6％、「商業や流通機能が整備

され、消費生活が便利なまち」29.9％の順となっている。 

 

■問４ どのようなまちになって欲しいか【複数回答】（n=1,346） 

 

 

  

％

1.企業立地が
進み、職場と

住居が近いま
ち

2.道路や鉄道
などの交通網

の発達したま
ち

3.商業や流通
機能が整備さ

れ、消費生活
が便利なまち

4.良好な住宅
環境を備えた

住みやすいま
ち

5.遊び場や施
設が整備さ

れ、安心して
子どもを育て
られるまち

6.豊かな自然
を活かした農

業の充実した
まち

7.公園や緑
地、街路樹な

どが整備され
た緑豊かなま
ち

8.文化施設や
歴史的施設が

整備された文
化的なまち

9.学校施設や
図書館などの

生涯学習施設
が整備された
教育環境の良
いまち

10. 集会施設
などが整備さ

れた地域活動
が活発なまち

11. 病院や診
療所などの医

療体制が整っ
たまち

12. 高齢者や
障がいのある

人のための施
設など生活環
境の整った福
祉を重視する
まち

13. 水質汚濁
や騒音、振動

などが少ない
環境の良いま
ち

14. ボランティ
ア活動やス

ポーツ活動な
どが盛んに行
われているま
ち

15. その他

8.1

56.3

29.9

22.6

13.9

6.8

17.0

3.6

10.8

3.0

50.6

23.1

17.5

2.9 2.3
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②これからの社会は何を重視するべきと考えますか。 

「安心して暮らせること」が 74.4％で最も多く、次いで「健康に生活できる

こと」40.3％、「住み慣れたところで住み続けられること」29.2％となってい

る。 

年齢別にみると、65 歳未満は「時間的なゆとりを実感できること」「地域や

家庭で過ごす時間」を重視する層が多く、高齢者は「地域の中でお互いに助け

合うこと」を重視する層が多い。ここからは、どの層も地域との交流を望んで

いるが、その交流方法に差があることが伺える。 

 

■問５ これからの社会は何を重視すべきか【複数回答】（n=1,346） 

 

 

 

  

％

1.安心して暮
らせること

2.健康に生活
できること

3.住み慣れた
ところで住み
続けられるこ

と

4.自分の適性
や能力を活か
せること

5.経済発展な
どによる活力
のあること

6.物質的な豊
かさを実感で
きること

7.地域や家庭
で過ごす時間

8.時間的なゆ
とりを実感で
きること

9.地域の中で
お互いに助け
合うこと

10. 人々の交
流が活発なこ
と

11. 思いやり
の心に満ちて
いること

12. 心の豊か
さを実感でき
ること

13. 生きがい
を持ち自己実
現できること

14. 自己責任
や自立自助の
考え

15. その他

74.4

40.3

29.2

5.7

14.6

5.5 7.2
12.2

21.8

6.5

21.5

13.4 12.3

4.2
1.2
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③あなたは現在、次に掲げる主な瑞穂町の施策について、どの程度満足して

いますか。また、どの程度重視していますか。 

 

1-1皆でささえ健やかに暮らせるまち 

満足度は、「医療サービスの充実」「国民年金」について、「どちらかといえ

ば不満」「不満」の割合が高い。 

重要度は、全ての項目において「重要である」「どちらかといえば重要であ

る」の計が５割を超えている。 

 

■問６ 施策の満足度【単一回答】（n=449） 

 

 

■問６ 施策の重要度【単一回答】（n=449） 
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1-2生きがいとふれあいのあるまち 

満足度は、「低所得者福祉の充実」「安心して生活できる高齢社会の構築」に

ついて、「どちらかといえば不満」「不満」の割合が高い。また、「関りがない」

と回答した層が多い。 

重要度は、全ての項目において「重要である」「どちらかといえば重要であ

る」の計が４割を超えている。 

 

■問６ 施策の満足度【単一回答】（n=449） 

 

 

■問６ 施策の重要度【単一回答】（n=449） 
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2-1豊かなこころを育むまち 

満足度は、「児童・生徒の人間力の向上」「信頼される学校教育の推進」につ

いて、「どちらかといえば不満」「不満」の割合が高い。また、「関りがない」

と回答した層が多い。 

重要度は、「青少年健全活動」以外の項目において「重要である」「どちらか

といえば重要である」の計が４割を超えている。 

 

■問６ 施策の満足度【単一回答】（n=449） 

 

 

■問６ 施策の重要度【単一回答】（n=449） 
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2-2一人ひとりが生涯輝けるまち 

満足度は、「図書館活動の充実」「スポーツ施設の充実」について、「どちら

かといえば不満」「不満」の割合が高い。 

重要度は、「文化・芸術の振興」以外の項目において「重要である」「どちら

かといえば重要である」の計が約４割となっている。 

 

■問６ 施策の満足度【単一回答】（n=449） 

 

 

■問６ 施策の重要度【単一回答】（n=449） 
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3-1活力とにぎわいのあるまち 

満足度は、「商業の振興」「就労環境の向上」について、「どちらかといえば

不満」「不満」の割合が高い。 

重要度は、「商業の振興」「就労環境の向上」において「重要である」「どち

らかといえば重要である」の計が約５割となっている。 

 

■問６ 施策の満足度【単一回答】（n=449） 

 

 

■問６ 施策の重要度【単一回答】（n=449） 
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3-2人がつながる温かいまち 

「コミュティ施設の充実」について、満足度（「満足」「どちらかといえば満

足」の計）及び、重要度（「重要である」「どちらかといえば重要である」の計）

の割合が高くなっている。 

一方、「新たな都市交流の展開」については、満足度（「満足」「どちらかと

いえば満足」の計）及び、重要度（「重要である」「どちらかといえば重要であ

る」の計）の割合が低くなっている。 

 

■問６ 施策の満足度【単一回答】（n=449） 

 

 

■問６ 施策の重要度【単一回答】（n=449） 
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4-1安全に安心して暮らせるまち 

満足度は、全体的に不満足（「どちらかといえば不満」「不満」の計）の割合

が高く、特に「生活環境の保全（基地対策）」について「どちらかといえば不

満」「不満」の割合が高い。 

重要度は、「軍民共用化への対応」「消費生活の向上」を除く項目において「重

要である」「どちらかといえば重要である」の計が５割を超えている。 

 

■問６ 施策の満足度【単一回答】（n=449） 

 

 

■問６ 施策の重要度【単一回答】（n=449） 
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4-2地球を守る環境にやさしいまち 

満足度は、「環境悪化の抑制」「生活環境の保全」について「どちらかといえ

ば不満」「不満」の割合が高い。 

重要度は、「環境基本計画の策定」「動物愛護社会の形成」を除く項目におい

て「重要である」「どちらかといえば重要である」の計が５割を超えている。 

 

■問６ 施策の満足度【単一回答】（n=449） 

 

 

■問６ 施策の重要度【単一回答】（n=449） 
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5-1美しい街並みの住みよいまち 

満足度は、「地籍の明確化」「土地区画整理の指導・助成」「土地区画整理の

研究」以外の項目において、全体的に不満足（「どちらかといえば不満」「不満」

の計）の割合が高い。 

重要度は、「市街地整備の促進」において「重要である」「どちらかといえば

重要である」の計が５割を超えている。 

 

■問６ 施策の満足度【単一回答】（n=449） 

 

 

■問６ 施策の重要度【単一回答】（n=449） 
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5-2便利で快適に暮らせるまち 

満足度は、全体的に不満足（「どちらかといえば不満」「不満」の計）の割合

が高く、特に「鉄道の充実」「バス交通の充実」「多摩都市モノレールの導入」

の項目において不満足度が高い。 

重要度は、「鉄道の充実」において「重要である」「どちらかといえば重要で

ある」の計が７割を超えている。 

 

■問６ 施策の満足度【単一回答】（n=449） 

 

 

■問６ 施策の重要度【単一回答】（n=449） 
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6-1連携と協働が支えるまち 

満足度は、「選挙管理」「町民の声を町政に活かす広聴活動の充実」の項目に

おいて「どちらかといえば不満」「不満」の計が高い。 

重要度は、「選挙管理」「町民に分かりやすい広報活動の推進」「町民の声を

町政に活かす広聴活動の充実」において「重要である」「どちらかといえば重

要である」の計が４割を超えている。 

 

■問６ 施策の満足度【単一回答】（n=449） 

 

 

■問６ 施策の重要度【単一回答】（n=449） 
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6-2健全な行財政運営の自立したまち 

満足度は、「広域的行政課題への効果的な対応」の項目において「どちらか

といえば不満」「不満」の計が高い。 

重要度は、「安定した町の財源の確保」「一部事務組合事業（広域連携による

共同処理）の推進」において「重要である」「どちらかといえば重要である」

の計が６割を超えている。 

 

■問６ 施策の満足度【単一回答】（n=449） 

 

 

■問６ 施策の重要度【単一回答】（n=449） 
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④あなたは、現在、町政にどの程度満足していますか。 

「わからない」43.7％で最も多く、次いで「どちらかといえば満足している」

29.0％、「どちらかといえば不満である」17.9％の順となっている。 

 

■問７ 町政への満足度【単一回答】（n=1,346） 

 

 

⑤瑞穂町が行政サービスを進めるにあたって、あなたは、特に何が重要であ

ると考えますか。 

「民間企業同様のコスト意識をもって」が 46.7％で最も多く、ついて、「近

隣の自治体と連携して」30.2％、「夜間や休日窓口等、サービス時間の拡大」

29.2％の順となっている。 

 

■問８ 行政サービスで重要なもの【複数回答】（n=1,346） 

 

 

  

％

1.町の施設を
利用したり、
サービスを受
ける場合、利
用者がある程

度の費用を負
担するべきで
ある

2.町の職員
は、民間企業
同様のコスト
意識をもって
事業を実施

し、効率的な
運営に努める
べきである

3.町が新しい
事業や施策に
取り組んでい
くためには、
現在の事業の

見直しや補助
金・交付金な
どの見直しも
やむをえない

4.夜間や休日
窓口等、サー
ビス時間の拡
大を図るべき
である

5.事務を委託
するなど民間
企業を活用
し、町の職員
数はなるべく

増やさないよ
うにして､ 業務
を行うべきで
ある

6.近隣の自治
体と連携して
共同で事業を
実施したり、ス
ポーツ施設や

文化施設の共
同利用をもっ
と進めるべき
である

7.情報の送受
信や情報通信
技術の発達
（ICT 化、人工
知能（AI）の活

用など）にもっ
と力を入れる
べきである

8.その他 9.特にない 10. わからな
い

  不  明

18.7

46.7
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30.2
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４）瑞穂町において今後取り組むべきこと 

①瑞穂町には建物を建てることができる区域と原則建物を建てられない区

域があります。今後の町内の土地利用について、次の中から適当と思わ

れるものを１つ選んでください。 

「建物を建てることができる区域を拡大する」が 33.7％で最も多く、次いで

「現状のままで良い」32.9％、「わからない」25.3％の順となっている。 

(ｱ)地区別 

地区別にみると、殿ケ谷地区、武蔵野地区は「建物を建てることができる区

域を拡大する」意向が低く（30％未満）、元狭山地区は意向が 44.5％と高い。 

(ｲ)年齢別 

年齢別にみると、65 歳未満の層では 25～29 歳を除き「現状のままで良い」

「建物を建てることができる区域を縮小する」の計が、「建物を建てることが

できる区域を拡大する」よりも多くなっている。土地利用は、高齢者とそれ以

外の年齢層で意向が異なっていることが伺える。 

■問９ 土地利用【単一回答】（n=1,346） 

 

■問９ 地区別土地利用【単一回答】（n=1,346） 

 

F8：居住地域/ 地区名 N =

  全  体 1346

1.殿ケ谷地区 51

2.石畑地区 82

3.箱根ケ崎地区 221

4.長岡地区 96

5.元狭山地区 146

6.武蔵野地区 122

  不  明 628

33.7

29.4

35.4

36.7

32.3

44.5

25.4

32.2

32.9

33.3

37.8

40.7

34.4

27.4

34.4

30.3

2.8

3.9

3.7

0.9

2.1

2.7

2.5

3.5

1.6

0.0

1.2

0.5

2.1

1.4

3.3

1.8

25.3

31.4

19.5

19.0

27.1

20.5

30.3

27.5

3.7

2.0

2.4

2.3

2.1

3.4

4.1

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.建物を建てることができる区域を拡大する 2.現状のままで良い 3.建物を建てることができる区域を縮小する

4.その他 5.わからない 不 明
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②住宅地、商業地、工業地、公共施設、農地などのあり方について、重要と

思われるものを３つ以内で選んでください。 

 

「生活道路、下水道、公園などの身近な生活環境を整備する」が 46.1％で最

も多く、次いで「幹線道路沿いにショッピングセンターを誘致する」24.4％、

「既存市街地の商店街の活性化を図る」18.5％の順となっている。 

(ｱ)住宅地 

住宅地の開発よりも、道路等の生活基盤の整備の方が重要視されている。 

(ｲ)商業地 

幹線道路沿いのショッピングセンター誘致が重視されている。 

年齢別にみると、60歳未満は幹線道路沿いのショッピングセンターを重視し、

60歳以上は既存市街地の商店街の活性化を重視する傾向がある。 

(ｳ)工業地 

住宅地等への転換より、用地拡大が重視されている。 

年齢別にみると、若年層は他の用途への転換を重視する傾向にあり、年齢が

上がるにつれ工業用地の拡大を重視する傾向がある。 

(ｴ)公共施設 

集約化と各地区への施設配置は同程度となっている。 

(ｵ)農地 

用途転換よりも農地保全の方が重視されている。 

 

■問 10 住宅地、商業地、工業地、公共施設、農地等のあり方【複数回答】（n=1,346） 

 

 

 

％

1.集合住宅を
中心とした住
宅地を開発整

備する

2.一戸建てを
中心とした住
宅地を形成す

る

3.生活道路、
下水道、公園
などの身近な

生活環境を整
備する

4.幹線道路沿
いにショッピン
グセンターを

誘致する

5.遊休地（低
未利用地）の
有効活用によ

る商業の拠点
づくりを行う

6.既存市街地
の商店街の活
性化を図る

7.住宅地の周
辺に商業施設
を分散配置す

る

8.公営駐車場
をつくり、買物
がしやすいよ

うにする

9.工業用地は
減少させ、住
宅地や商業地

など他の用途
への転用を図
る

10. 物流や工
業用の土地を
造成し、拡大

を図る

11. 既存の公
共施設を維持
し、各地区に

公共施設を配
置する

12. 拠点となる
場所に公共施
設を集約、又

は多機能化さ
せる

13. 農地を保
全する

14. 農地を住
宅地などに転
換する

15. その他 16. 特にない

7.9
11.9

46.1

24.4

12.9

18.5
13.9 16.0

5.1 7.0
10.4 9.4

14.8

8.8

2.7

10.1
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住宅地 商業地 工業地 公共施設 農地 
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1
.

集
合
住
宅
を
中
心
と
し
た

住
宅
地
を
開
発
整
備
す
る

2
.

一
戸
建
て
を
中
心
と
し
た

住
宅
地
を
形
成
す
る

3
.

生
活
道
路

、
下
水
道

、
公

園
な
ど
の
身
近
な
生
活
環
境
を

整
備
す
る

4
.

幹
線
道
路
沿
い
に
シ

ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

を
誘
致
す
る

5
.

遊
休
地

（
低
未
利
用
地

）

の
有
効
活
用
に
よ
る
商
業
の
拠

点
づ
く
り
を
行
う

6
.

既
存
市
街
地
の
商
店
街
の

活
性
化
を
図
る

7
.

住
宅
地
の
周
辺
に
商
業
施

設
を
分
散
配
置
す
る

8
.

公
営
駐
車
場
を
つ
く
り

、

買
物
が
し
や
す
い
よ
う
に
す
る

9
.

工
業
用
地
は
減
少
さ
せ

、

住
宅
地
や
商
業
地
な
ど
他
の
用

途
へ
の
転
用
を
図
る

1
0
.
 

物
流
や
工
業
用
の
土

地
を
造
成
し

、
拡
大
を
図
る

1
1
.
 

既
存
の
公
共
施
設
を

維
持
し

、
各
地
区
に
公
共
施
設

を
配
置
す
る

1
2
.
 

拠
点
と
な
る
場
所
に

公
共
施
設
を
集
約

、
又
は
多
機

能
化
さ
せ
る

1
3
.
 

農
地
を
保
全
す
る

1
4
.
 

農
地
を
住
宅
地
な
ど

に
転
換
す
る

1
5
.
 

そ
の
他

1
6
.
 

特
に
な
い

1346 107 160 621 328 174 249 187 215 69 94 140 127 199 118 37 136

100.0 7.9 11.9 46.1 24.4 12.9 18.5 13.9 16.0 5.1 7.0 10.4 9.4 14.8 8.8 2.7 10.1

13 1 3 4 6 2 1 3 2 2 - - 1 - - - 3

100.0 7.7 23.1 30.8 46.2 15.4 7.7 23.1 15.4 15.4 - - 7.7 - - - 23.1

33 3 7 18 14 1 4 5 7 2 1 2 3 6 1 1 2

100.0 9.1 21.2 54.5 42.4 3.0 12.1 15.2 21.2 6.1 3.0 6.1 9.1 18.2 3.0 3.0 6.1

34 3 5 20 15 7 5 5 9 4 2 5 2 5 2 1 1

100.0 8.8 14.7 58.8 44.1 20.6 14.7 14.7 26.5 11.8 5.9 14.7 5.9 14.7 5.9 2.9 2.9

44 4 5 23 10 8 3 8 7 1 3 6 4 6 1 1 2

100.0 9.1 11.4 52.3 22.7 18.2 6.8 18.2 15.9 2.3 6.8 13.6 9.1 13.6 2.3 2.3 4.5

73 8 13 33 19 8 9 10 12 4 4 9 7 10 8 1 8

100.0 11.0 17.8 45.2 26.0 11.0 12.3 13.7 16.4 5.5 5.5 12.3 9.6 13.7 11.0 1.4 11.0

71 5 6 35 24 14 7 10 10 3 2 6 6 14 2 4 5

100.0 7.0 8.5 49.3 33.8 19.7 9.9 14.1 14.1 4.2 2.8 8.5 8.5 19.7 2.8 5.6 7.0

99 9 18 43 29 16 21 12 12 5 6 6 8 13 11 3 11

100.0 9.1 18.2 43.4 29.3 16.2 21.2 12.1 12.1 5.1 6.1 6.1 8.1 13.1 11.1 3.0 11.1

94 8 14 42 28 9 17 14 11 4 4 8 9 15 7 1 7

100.0 8.5 14.9 44.7 29.8 9.6 18.1 14.9 11.7 4.3 4.3 8.5 9.6 16.0 7.4 1.1 7.4

105 5 7 59 26 12 19 11 13 7 3 12 11 17 8 3 14

100.0 4.8 6.7 56.2 24.8 11.4 18.1 10.5 12.4 6.7 2.9 11.4 10.5 16.2 7.6 2.9 13.3

115 10 8 46 25 12 29 10 17 3 10 12 18 20 6 4 15

100.0 8.7 7.0 40.0 21.7 10.4 25.2 8.7 14.8 2.6 8.7 10.4 15.7 17.4 5.2 3.5 13.0

166 13 17 83 31 24 36 19 30 11 13 19 11 26 21 4 13

100.0 7.8 10.2 50.0 18.7 14.5 21.7 11.4 18.1 6.6 7.8 11.4 6.6 15.7 12.7 2.4 7.8

199 13 22 99 35 31 44 37 32 11 24 23 19 30 15 5 19

100.0 6.5 11.1 49.7 17.6 15.6 22.1 18.6 16.1 5.5 12.1 11.6 9.5 15.1 7.5 2.5 9.5

145 12 18 57 32 17 27 20 24 9 15 18 17 19 19 6 15

100.0 8.3 12.4 39.3 22.1 11.7 18.6 13.8 16.6 6.2 10.3 12.4 11.7 13.1 13.1 4.1 10.3

85 10 11 36 18 6 18 13 19 3 4 8 5 11 9 1 8

100.0 11.8 12.9 42.4 21.2 7.1 21.2 15.3 22.4 3.5 4.7 9.4 5.9 12.9 10.6 1.2 9.4

25 1 2 6 10 3 2 6 5 - 2 2 1 4 2 1 3

100.0 4.0 8.0 24.0 40.0 12.0 8.0 24.0 20.0 - 8.0 8.0 4.0 16.0 8.0 4.0 12.0

17 1 2 6 2 3 3 1 1 - 1 1 3 1 3 - 4

100.0 5.9 11.8 35.3 11.8 17.6 17.6 5.9 5.9 - 5.9 5.9 17.6 5.9 17.6 - 23.5

28 1 2 11 4 1 4 3 4 - - 3 2 2 3 1 6

100.0 3.6 7.1 39.3 14.3 3.6 14.3 10.7 14.3 - - 10.7 7.1 7.1 10.7 3.6 21.4

12.70 ～74
歳

13.75 ～79
歳

14.80 ～84
歳

15.85 ～89
歳

16.90 歳以
上

  不  明

6.40～44歳

7.45～49歳

8.50～54歳

9.55～59歳

10.60 ～64
歳

11.65 ～69
歳

上段：実数
下段：横％

  全  体

  全  体

F
1
：
年
齢

1.18～19歳

2.20～24歳

3.25～29歳

4.30～34歳

5.35～39歳
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③安心して子どもを産み、育てられる環境づくりを進めるため、重要と思わ

れるものを３つ以内で選んでください。 

「女性が子どもを産み、育てやすい労働環境の整備」が 40.3％で最も多く、

次いで「多様な保育サービスの充実（延長保育、病児保育など）」34.2％、「犯

罪や不審者に対する取組の充実」29.5％の順となっている。 

 

■問 11 子育て環境のあり方【複数回答】（n=1,346） 

 

 

 

④超高齢社会における取組の中で、重要と思われるものを３つ以内で選んで

ください。 

「在宅で受けられる介護サービスの充実」が 30.9％で最も多く、次いで「特

別養護老人ホームなど入所施設の充実」29.6％、「寝たきりや認知症の高齢者

のいる家族への支援」24.7％の順となっている。 

 

 

■問 12 超高齢社会における取組のあり方【複数回答】（n=1,346） 

 

 

  

％

1.女性が子ど
もを産み、育
てやすい労働
環境の整備

2.男性が子ど
もを育てやす
い労働環境の
整備

3.職場への託
児施設の設置
促進

4.多様な保育
サービスの充
実（延長保
育、病児保育

など）

5.放課後の子
どもの居場所
の充実（学童
保育クラブな

ど）

6.子どもの遊
び場の整備

7.学校教育の
推進・教育環
境の充実

8.母子保健医
療体制の充実

9.医療費助成
や児童手当な
ど子育てに伴
う費用の軽減

や支援の充実

10. 子育てボ
ランティアなど
地域ぐるみで
子育てを支援

する体制の整
備

11. 男女がと
もに家事や育
児に関わる意
識の啓発

12. 犯罪や不
審者に対する
取組の充実

13. その他
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％

1.高齢者の就
業促進

2.生涯を通じ
た健康づくり
支援

3.在宅で受け
られる介護
サービスの充

実

4.高齢者のみ
の世帯への支
援

5.寝たきりや
認知症になら
ないための介

護予防や健康
づくりの支援

6.寝たきりや
認知症の高齢
者のいる家族

への支援

7.高齢者の趣
味・生涯学習
等、生きがい

づくりの支援

8.特別養護老
人ホームなど
入所施設の充

実

9.道路や公園
が安全で快適
に利用できる

バリアフリー
の推進

10. 徒歩圏内
で人とのつな
がりがもてる

居場所づくり

11. 高齢者の
ための住宅施
策

12. 相談体制
の強化

13. 高齢者の
見守り活動

14. 徒歩圏内
に医療機関や
商業施設、公

共施設などを
集約したまち
づくり

15. 商業施設
や公共施設に
行きやすくす

るための交通
手段の充実

16. その他

23.3
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8.4 9.6
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⑤環境問題への取組の中で、重要と思われるものを 3つ以内で選んでくださ

い。 

「基地や幹線道路などに起因する騒音や振動などの対策」が 29.0％で最も多

く、次いで「河川や池水路などの水質の保全」26.2％、「過剰包装の自粛やマ

イバッグの活用など、ごみの減量化」24.9％の順となっている。 

 

 

■問 13 環境問題の取組のあり方【複数回答】（n=1,346） 

 

 

⑥今後の災害対策として、重要と思われるものを 3つ以内で選んでください。 

「食料、水、日用品などの災害用備蓄品の整備」が 41.5％で最も多く、次い

で「地震情報、被害情報などの収集・伝達体制や住民への情報提供体制の整備」

40.3％、「電気、上下水道、電話などのライフライン施設の耐震化の促進」37.6％

の順となっている。。 

 

 

■問１４ 災害対策の取組のあり方【複数回答】（n=1,346） 

 

 

  

％

1.緑地、農地
などの保全

2.河川や池、
水路などの水
質の保全

3.動植物な
ど、生物多様
性への対応や

自然生態系の
保全

4.太陽や風な
どを利用した
自然エネル

ギーの活用

5.環境負荷に
優しい交通手
段の利用（鉄

道、バス、電
気自動車な
ど）

6.節電などの
省エネルギー
活動

7.過剰包装の
自粛やマイ
バッグの活用

など、ごみの
減量化

8.ビン、カン、
ペットボトル、
新聞、雑誌な

どの資源物の
再利用

9.農薬や化学
肥料などの利
用自粛、有機

農業（環境保
全型農業）の
推進

10. 子どもか
ら大人まで、
環境問題に対

する学習機会
や意識づけの
継続的な実施

11. 歩道、公
園、緑地など
市街地の緑化

12. 基地や幹
線道路などに
起因する騒音

や振動などの
対策

13. 動物によ
る畑や住宅地
への被害対策

14. 空地・空き
家の草や樹木
による周辺被

害への対策

15. その他

20.6

26.2

11.7
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5.9

24.9 22.7
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％

1.地震情報、
被害情報など
の収集・伝達

体制や住民へ
の情報提供体
制の整備

2.避難所の耐
震化の推進

3.高齢者、障
がい者などの
避難誘導と安

全確保の体制
整備

4.救助・救急、
応急医療体制
の強化

5.食料、水、日
用品などの災
害用備蓄品の

整備

6.ボランティア
活動の推進や
受入体制の整

備

7.自主防災組
織及び消防団
の活動支援

8.被災者の生
活再建支援体
制の整備

9.住民の防災
意識を高める
ための講習会

や防災訓練の
実施

10. 緊急輸送
道路や消防活
動のための防

災道路の整備

11. 電気、上
下水道、電話
などのライフ

ライン施設の
耐震化の推進

12. 住宅の耐
震化の推進

13. 町の危機
管理体制の強
化

14. その他
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⑦教育や文化などの振興について、重要と思われるものを３つ以内で選んで

ください。 

「子ども達が生きる力を育む義務教育の充実」が 39.3％で最も多く、次いで

「通学路などの安全対策、整備」38.1％、「豊かな心を育てる文化活動の推進」

26.7％となっている。 

 

 

■問１５ 教育・文化の取組のあり方【複数回答】（n=1,346） 

 
 

⑧産業振興について、重要と思われるものを３つ以内で選んでください。 

「情報、福祉、教育など新たな産業の誘致、育成」が 33.5％で最も多く、次

いで「地域の物産や土産品などの開発・振興」29.1％、「既存の商店や商店街

の振興」「新たな企業用地の確保と企業の誘致」がそれぞれ 27.0％の順となっ

ている。。 

 

 

■問１６ 産業振興のあり方【複数回答】（n=1,346） 

 
 

 

  

％

1.新たな図書
館などの生涯
学習施設の整

備

2.住民の経
験・キャリアを
活かした地域

づくりの推進

3.子ども達が
生きる力を育
む義務教育の

充実

4.国際社会で
生きるための
資質、能力の

育成

5.家庭の教育
力向上に向け
た支援

6.豊かな心を
育てる文化活
動の推進

7.歴史や文化
財の保護と活
用

8.屋外・屋内
競技場などの
スポーツ施設

の整備

9.スポーツ活
動の推進

10. スポーツ
や生涯学習を
通じた地域間

交流や連携の
推進

11. 男女共同
参画意識を育
む教育、学習

の推進

12. 通学路な
どの安全対
策、整備

13. その他
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％

1 既存の企業
（工業）の振興

2 新たな企業
用地の確保と
企業の誘致

3.情報、福祉、
教育など新た
な産業の誘

致、育成

4.既存の商店
や商店街の振
興

5.観光・レ
ジャー産業の
振興

6.地域の物産
や土産品など
の開発・振興

7.農業の振興 8.新規作物の
導入による産
地化

9.融資や助成
制度の充実

10. 住民によ
る地域経済活
性化を図った

起業への支援

11. その他
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５）行政と住民の役割 

①地域づくりの主役は住民一人ひとりですが、これからの社会において、あ

なた自身はどのような活動を行いたいと考えますか。次の中から重要と

思われるものを３つ以内で選んでください。 

「自分のできることは自分で行うという自立自助の意識を持つ」が 58.3％で

最も多く、次いで「食生活や生活リズム、運動などに配慮し、自分の健康管理

を行う」58.2％、「育児や教育、介護など、家庭でできることをしっかりと行

う」28.1％の順となっている。 

 

■問１７ 地域づくりで果たす役割【複数回答】（n=1,346） 

 

②行政への住民参加についてどのようにお考えですか。次の中から重要と思

われるものを３つ以内で選んでください。 

「世論調査やアンケートで参加したい」が 30.3％で最も多く、次いで「わか

らない」21.2％、「町内会・自治会を通じて参加したい」17.8％の順となって

いる。 

 

■問１８ 行政への住民参加【複数回答】（n=1,346） 

％

1.ボランティア
活動に積極的
に参加する

2.地域社会の
活動（町内会・
自治会など）

に積極的に参
加する

3.社会貢献活
動（NPO 活動
など）に積極

的に参加する

4.自分と異な
る世代（幼児・
子ども・高齢

者など）と積
極的に交流す
る

5.育児や教
育、介護な
ど、家庭でで

きることをしっ
かりと行う

6.男性も育児
や介護などを
積極的に行

い、女性も社
会参画を積極
的に行う

7.自分のでき
ることは自分
で行うという自

立自助の意識
を持つ

8.食生活や生
活リズム、運
動などに配慮

し、自分の健
康管理を行う

9.その他 10. わからな
い
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％

1.住民の自主
的な集まり（ま
ちづくりのグ

ループなど）
があれば参加
したい

2.町の政策な
どに対して広
く住民の意見

を聴くための
公聴会があれ
ば参加したい

3.町の各種審
議会や委員会
の委員とな

り、町に対して
意見を述べた
い

4.町長や議員
との懇談会や
対話集会があ

れば参加した
い

5.町長への手
紙や町ホーム
ページへの書

き込みで、提
案・意見を述
べたい

6.陳情・請願
などにより意
見を述べたい

7.世論調査や
アンケートで
参加したい

8.議員や町職
員、専門家に
任せておけば

よいので、参
加する必要は
ない

9.町内会・自
治会を通じて
参加したい

10. わずらわ
しいので参加
したくない

11. 関心がな
い

12. その他 13. わからな
い
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③行政への住民参加をより一層進めるための手法として、あなたはどのよう

なことが必要とお考えですか。次の中から重要と思われるものを３つ以

内で選んでください。 

「情報公開を推進し、情報を提供する」が 39.0％で最も多く、次いで「アン

ケートなどにより住民の声を聞く」37.1％、「町ホームページ、インターネッ

トを活用した情報の投稿などにより、住民からの意見、提案を聴く」29.2％の

順となっている。 

 

■問１９ 行政への住民参加の手法【複数回答】（n=1,346） 

 

  

％

1.情報公開を
推進し、情報
を提供する

2.アンケートな
どにより住民
の声を聞く

3.町ホーム
ページ、イン
ターネットを活
用した情報の
投稿などによ
り、住民から
意見、提案を
聴く

4.各種審議
会、委員会な
どの公募委員
を増やす

5.住民活動団
体やNPO へ
の支援を充実
させる

6.コミュニティ
活動を充実さ
せ、住民との
協働を推進す
る

7.「パブリック・
コメント（意見
公募）」により
住民の意見を
募集する

8.住民活動を
通して、人材
育成を積極的
に推進する

9.積極的にボ
ランティアとし
て参加できる
体制を整備す
る

10. 特になし 11. その他
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④瑞穂町には、コミュニティセンター、スカイホール、図書館、中央体育館、

町営グラウンドなど、住民の皆様が利用する様々な公共施設があります。

これらの施設をより効果的かつ効率的に活用するにあたり、重視すべき

点は何ですか。 

「施設の利用方法について住民の意見を十分に取り入れ、町が運営する」が

41.9％で最も多く、次いで「施設を町外の方にも利用しやすいようにして広域

的に活用する」27.4％、「施設の利用方法について、住民が検討する場を設け、

その結果を尊重し、町が運営する」24.4％の順となっている。 

 

■問２０ 公共施設の活用にあたり重視すべき点【複数回答】（n=1,346） 

 

％

1.施設の利用
方法について

住民の意見を
十分に取り入
れ、町が運営
する

2.施設の利用
方法について

住民が検討す
る場を設け､
その結果を尊
重し、町が運
営する

3.施設の運営
を住民が主体

となって行う

4.施設の運営
を民間に委託

する

5.施設を町外
の方にも利用

しやすいよう
にして広域的
に活用する

6.その他 7.わからない
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